
担当講師

1 学年 対象専攻 授業形態

総授業回数 14 回 135

回数 日程

評価 上記総合評価点　　Ｓ(100-90)　Ａ(89-80)　Ｂ(79-60)　Ｃ(59-50)　Ｄ(49以下 不可)

テキスト

注意事項 42時間中15時間の欠席で定期試験受験不可=卒業ができません（留年となります）

15

評価方法
定期試験点数(７０%)実技修得度（３０％）平常点±10点（出席率、提出物、授業態度・取組状況など）

※実技習得度評価時期・方法：B

13 2月6日 実技テスト

14 2月13日 試験対策

11 1月23日 校内音響機器のメンテナンス①

12 1月30日 校内音響機器のメンテナンス②

9 12月12日 ミキサー、GEQのメンテナンスについて

10 1月16日 パワーアンプ、スピーカーのメンテナンスについて

7 11月28日 スピーカーケーブルのメンテナン②

8 12月5日 NGケーブルのリペア

5 11月14日 XLR、フォーンケーブルのメンテナンス③

6 11月21日 スピーカーケーブルのメンテナンス①

3 10月31日 XLR、フォーンケーブルのメンテナンス①

4 11月7日 XLR、フォーンケーブルのメンテナンス②

1 10月17日 授業ガイダンス及び各種ケーブルの仕組みと構造について

2 10月24日 各種ケーブル作成に必要な道具の解説と安全な扱い方について

３期 各種音響ケーブルの仕組みと構造の知識、及びハンダ付の技術を修得する。

４期 各種音響機器のメンテナンス技術を修得する。

期　間 ３期・４期 １回あたりの授業時間 分

期 修　得　目　標

科目名 機材メンテナンスI 森　良太

講師実務経験 音響会社勤務

対象学年 サウンドステージ専攻 実習



担当講師

1 学年 対象専攻 授業形態

総授業回数 14 回 45

回数 日程

評価 「修得済」評価（点数評価は行わない）

テキスト プリント配布

注意事項 １４時間中5時間の欠席で修得済評価不可=進級ができません（留年となります）

評価方法
３分の２以上の出席で「修得済」評価

筆記試験対策（SPI）/エントリーシート作成練習

11

面接対策

12

春休み中に出来る事/3月の求人公開に向けて

筆記試験対策（一般常識）/エントリーシート作成練習

1月30日

1月23日

13 2月6日

14 2月13日

履歴書作成練習

7 応募書類について

8 進路について考える

9 就職希望調査書配布説明

1月16日

12月12日

12月5日

11月28日

10

4 志望動機、自己PR作成②

5 履歴書作成練習

6 エントリーシートの質問項目と解答例11月21日

11月14日

11月7日

1 就職用写真の撮影準備について/自己PR作成のポイント

2 求人検索方法、就職支援サイト利用方法について/志望動機作成のポイント

3 応募条件について考える/志望動機、自己PR作成①

10月17日

10月24日

10月31日

３期 企業情報を収集し、就職計画を立てる。　応募書類を理解し、受験への備えを修得する。

４期 エントリーに向けた一連の流れを修得する。

【授　　　　　　業　　　　　　計　　　　　　画】

期　間 ３期・４期 １回あたりの授業時間 分

期 修　得　目　標

対象学年 １年Ａ組、Ｂ組 講義

科目名 就職ガイダンス 一岡永

講師実務経験 音響会社勤務



担当講師

1 学年 対象専攻 授業形態

総授業回数 13 回 45

回数 日程

対象学年 １年A,B組 講義

科目名 時事研究 國本　昌秀

講師実務経験 元HTB北海道テレビ勤務　(記者・デスク、ディレクター、プロデューサーなど)

【授　　　　　　業　　　　　　計　　　　　　画】

期　間 後期 １回あたりの授業時間 分

期 修　得　目　標

3期 ニュース・時事問題を読み解くことで、日常生活の思考・行動への活用法を修得する。

4期 ニュースを日常生活の思考・行動に活用し、成人としての視野を修得する。

1 授業ガイダンス　習得目標について

2 岸田政権就任1年

3 直近のニュースについて10月31日

10月24日

10月17日

4 直近のニュースについて

5 直近のニュースについて

6 直近のニュースについて11月21日

11月14日

11月7日

7 直近のニュースについて

8 2022年ニュース振り返り①

9 2022年ニュース振り返り②12月12日

12月5日

11月28日

10 2023年はどんな年

11 直近のニュースについて

12 直近のニュースについて1月30日

1月23日

1月16日

13 直近のニュースについて

14 講義振り返り2月13日

2月6日

注意事項 １４時間中５時間の欠席で定期試験受験不可=卒業ができません（留年となります）

評価方法
定期試験点数、平常点±10点（出席率、提出物、授業態度・取組状況など）

評価 上記総合評価点　　Ｓ(100-90)　Ａ(89-80)　Ｂ(79-60)　Ｃ(59-50)　Ｄ(49以下 不可)

テキスト 各回授業でプリント配布



担当講師

1 学年 対象専攻 授業形態

総授業回数 14 回 135

回数 日程

評価 上記総合評価点　　Ｓ(100-90)　Ａ(89-80)　Ｂ(79-60)　Ｃ(59-50)　Ｄ(49以下 不可)

テキスト

注意事項 42時間中15時間の欠席で定期試験受験不可=卒業ができません（留年となります）

15

評価方法
定期試験点数(７０%)実技修得度（３０％）平常点±10点（出席率、提出物、授業態度・取組状況など）

※実技習得度評価時期・方法：B

13 2月7日 4リズムを使用したセッション②

14 2月14日 試験対策

11 1月24日 4リズムセットのまとめ

12 1月31日 4リズムを使用したセッション①

9 12月13日 エフェクターについて

10 1月17日 電源と感電対策、テスターの使い方について

7 11月29日 楽器の転換作業①

8 12月6日 楽器の転換作業②

5 11月15日 Gt／Baのつまみやスイッチ、使用方法について　　　GtAMP BaAMPについて

6 11月22日 Gt／Baセッティングの実践

3 11月1日 キーボード複数枚の時の基本セッティングの説明

4 11月8日 キーボードセッティングの実践

1 10月18日 授業ガイダンス

2 10月25日 キーボードの概要と1枚の時の基本セッティングの説明

3期 キーボードのセッティング技術を修得する。

4期 4リズムのトータルのセッティングや転換作業を修得する。

【授　　　　　　業　　　　　　計　　　　　　画】

期　間 3期・4期 １回あたりの授業時間 分

期 修　得　目　標

対象学年 サウンドステージ専攻 実習

科目名 PA基礎実習 斎藤　康次

講師実務経験 音響会社勤務



担当講師

1 学年 対象専攻 授業形態

総授業回数 14 回 135

回数 日程

評価 上記総合評価点　　Ｓ(100-90)　Ａ(89-80)　Ｂ(79-60)　Ｃ(59-50)　Ｄ(49以下 不可)

テキスト

注意事項 42時間中15時間の欠席で定期試験受験不可=卒業ができません（留年となります）

15

評価方法
定期試験点数、平常点±10点（出席率、提出物、授業態度・取組状況など）

13 2月7日 MIXバランスについて

14 2月14日 試験対策

11 1月24日 イコライザーの種類と特性

12 1月31日 スピーカーチューニングについて

9 12月13日 モニター卓について

10 1月17日 エフェクターの種類と特性

7 11月29日 パワーアンプの種類と特性

8 12月6日 スピーカーの種類と特性

5 11月15日 ミキサーの種類と特性

6 11月22日 デジタル卓について

3 11月1日 機材スペック表作成②　　　D.I.の種類と特性

4 11月8日 ケーブルの種類と特性(基礎編）

1 10月18日 授業ガイダンス　　　学校内の機材スペック表作成について

2 10月25日 機材スペック表作成①　　　マイクロフォンの種類と特性

3期 マイクロフォン、D.I.、ケーブル、ミキサーに関する各スペックについて修得する。

4期 エフェクター、パワーアンプ、スピーカーの基礎知識を修得する。

【授　　　　　　業　　　　　　計　　　　　　画】

期　間 3期・4期 １回あたりの授業時間 分

期 修　得　目　標

対象学年 サウンドステージ専攻 講義

科目名 機材概論Ⅰ 斎藤　康次

講師実務経験 音響会社勤務



担当講師

1 学年 対象専攻 授業形態

総授業回数 13 回 270

回数 日程

対象学年 サウンド・ステージ 実習

科目名 PA実習Ⅱ　A 千葉　諭

講師実務経験 音響フリーエンジニア

1 10月12日 KissHallを確認し、機材保管方法、電源の位置、安全対策等について

【授　　　　　　業　　　　　　計　　　　　　画】

期　間 ３期、４期 １回あたりの授業時間 分

期 修　得　目　標

３期 小規模から大規模の、音響システムの基本を修得する。

４期 様々な状況を想定した、音響システムを修得する。

2 10月19日 KissHallの機材確認と、適切なケーブルの長さの選択方法について

3 10月26日 ラージサイズのミキサーの仕込み、配線確認について

4 11月2日 モニター卓の役割や仕込み方について

5 11月9日 実践的な全体の仕込み練習①　操作確認、配線の検証

6 11月16日 実践的な全体の仕込み練習②　操作確認、配線の検証

7 11月30日 K-1に向けた仕込み、転換練習

8 12月14日 K-1での疑問点や課題点の確認

9 1月18日 少人数での仕込み作業①

10 1月25日 少人数での仕込み作業②

11 2月1日 デジタル卓について①　操作、仕込み方の確認

12 2月8日 デジタル卓について②　操作、仕込み方の確認

13 2月15日 定期試験対策

14

15

評価方法
B評価 定期試験（筆記試験）30%、実技修得度70%で評価

平常点±10点（出席率、提出物、授業態度・取組状況など）

評価 上記総合評価点　　Ｓ(100-90)　Ａ(89-80)　Ｂ(79-60)　Ｃ(59-50)　Ｄ(49以下 不可)

テキスト 参考資料の配布

注意事項 78時間中27時間の欠席で定期試験受験不可=卒業ができません（留年となります）



担当講師

1 学年 対象専攻 授業形態

総授業回数 13 回 270

回数 日程

対象学年 サウンドステージ専攻 実習

科目名 PA実習ⅡB 斎藤　康次

講師実務経験 音響会社勤務

【授　　　　　　業　　　　　　計　　　　　　画】

期　間 3期・4期 １回あたりの授業時間 分

期 修　得　目　標

3期 基本的なPAシステムの概要やセッティング技術を修得する。

4期 ライブにおける、基本的なオペレート技術を修得する。

1 10月13日 授業ガイダンス　　　KISSホールでのPAセッティングについて

2 10月20日 PAセットの仕込み方

3 10月27日 ライブ実習①

4 11月10日 ライブ実習②

5 11月17日 ライブ実習③

6 11月24日 デジタル卓について

7 12月1日 MIXバランスについて①

8 12月15日 MIXバランスについて②

9 1月19日 エフェクターの使用方法について

10 1月26日 ライブ実習④

11 2月2日 ライブ実習⑤

12 2月9日 ライブ実習⑥					

13 2月16日 試験対策

14

15

評価方法
定期試験点数(７０%)実技修得度（３０％）平常点±10点（出席率、提出物、授業態度・取組状況など）

※実技習得度評価時期・方法：B

評価 上記総合評価点　　Ｓ(100-90)　Ａ(89-80)　Ｂ(79-60)　Ｃ(59-50)　Ｄ(49以下 不可)

テキスト

注意事項 78時間中27時間の欠席で定期試験受験不可=卒業ができません（留年となります）



担当講師

1 学年 対象専攻 授業形態

総授業回数 14 回 270

回数 日程

対象学年 　　　サウンド・ステージ　　　　専攻 講義

科目名 舞台音響技術概論Ⅰ 梶野 泰範・千葉 諭

講師実務経験 音響会社勤務

【授　　　　　　業　　　　　　計　　　　　　画】

期　間 3・4期 １回あたりの授業時間 分

期 修　得　目　標

3 期
舞台音響機構に関する知識を、舞台機構調整作業筆記試験・実技試験内容に沿う形で学び、修
得する。

4 期 舞台機構調整技能士3級取得に向けた模擬試験を経て、傾向と対策を理解し修得する。

1 10月14日 舞台一般の知識、劇場・舞台の種類、歴史を学ぶ /  実技試験の概要説明、練習

2 10月21日 舞台機構設備、照明設備、映像設備の基礎知識や舞台用語を学ぶ / 実技試験の練習

3 10月28日 音響の基礎知識、音の物理的知識、聴覚に関する知識を学ぶ / 実技試験の練習

4 11月4日 音響機器の種類、構造、機能及び用途を学ぶ / 実技試験の練習

5 11月11日 音源の基礎、声、楽器、音楽の基礎の知識を学ぶ　/ 実技試験の練習

6 11月18日 電気の基礎を学ぶ / 実技試験の練習

7 11月25日 室内音響、電気音響設備動作特性と測定の知識を学ぶ / 実技試験の練習

8 12月2日
ミキシング技術及びデザインの知識、音楽ジャンルにおけるテクニックの知識を学ぶ / 実技試験
の練習

9 12月16日 関係法規、安全衛生の知識を学ぶ / 実技試験の練習

10 1月20日 学科試験・実技試験のシュミレーションを行う①

11 1月27日 学科試験・実技試験のシュミレーションを行う②

12 2月3日 学科試験・実技試験のシュミレーションを行う③

13 2月10日 学科試験・実技試験のシュミレーションを行う④ / 定期試験対策

14 2月17日 学科試験・実技試験のシュミレーションを行う⑤ / 定期試験対策

注意事項 84時間中29時間の欠席で定期試験受験不可=卒業ができません（留年となります）

評価方法
A評価 定期試験（筆記試験）の素点で評価

定期試験点数、平常点±10点（出席率、提出物、授業態度・取組状況など）

評価 上記総合評価点　　Ｓ(100-90)　Ａ(89-80)　Ｂ(79-60)　Ｃ(59-50)　Ｄ(49以下 不可)

テキスト 各回授業にてプリント配布
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